
















　　　ヤバいギルドが現れた（モブ視点）







　これは、とある黒い平原プレイヤーたち（モブＡとモブＢ）による会話である。

『おい知ってるか？　最近、ヤバいギルドができたって話をよ』

『ああ、知ってるぜ。カラスの止まり木だろ？　中二病を隠しきれてねえよな』

『メンバーはたったの四人。だが、一人一人が百人に匹敵するほどのヤバい奴らしいぞ』

『らしいな。俺が聞いた話では、ノノアという幼女がヤバいらしい。たった一言でも会話を交わせば心を奪われ、ノノア以外の存在が目に映らなくなるそうだ』

『そりゃヤバいな……』

『今じゃあノノアを信仰するギルドまで作られてるっつう話だ。そしてこれは噂だが…………ノノアをバカにしたプレイヤーは、黒い平原から永久追放されるらしい』

『なんてことだ…………ヤバすぎる！』

『恐ろしい幼女だよなぁ。だがよ、ノノアはまだマシだ』

『マシ……？　他の連中はもっとヤバいのか？』

『ああ。リンって奴は、話しかけてきたプレイヤーを容赦なく攻撃するそうだ。たった一言でも声をかけてみな……ズドンだぞ』

『話しかけただけで────』

『おまけに迷惑行為として運営に通報するそうだ』

『迷惑行為はそっちだろ。もう性格がヤバいじゃねえか…………ゴクリ』

『そして三人目……こいつはヤバい。ヤバすぎる。名前は黒月ルセゼだ』

『中二病を隠しきれてねえ……！　ギルド名考えたの、絶対にそいつだろ』

『ノノアとリンは、こっちから関わらなければ基本的に無害だ。しかし黒月ルセゼは違う。そこらのプレイヤーを積極的に襲うんだ。小動物を食い散らかす百獣の王のようにな！』

『襲うって、攻撃をしてくるのか？』

『まだ攻撃の方がマシさ。奴は……チャットだ』

『チャット…………？』

『そう。黒月ルセゼは気まぐれなんだろうな。何の関係もねえプレイヤーに話しかけ、メンタルをぶち壊すような言葉をマシンガンのように放つんだ。やられたプレイヤーは運営に通報する気力も湧かず……永遠にネトゲから退場さ』

『ヤバい、ヤバすぎる……！　もはやただの害悪プレイヤーだ！』

『そして一番忘れちゃあいけねえのが一人。このヤバい奴らをまとめるギルドマスター……その名もカズ』

『カズ……ゴクリ』

『数年前から目撃されている古参プレイヤーだ。プレイヤースキルもかなりのものらしく、積極的に初心者の世話をし、黒い平原の活発化に貢献したプレイヤーだ』

『全然ヤバくない。良い奴じゃないか』

『俺もそう思う。だがよ、あんなヤバい連中を従える奴が、ヤバくないわけがない。そう思わないか？』

『確かに……！　カズが一番ヤバい奴な気がするぞ』

『健全な古参プレイヤーは世を忍ぶ仮の姿…………本当の姿は────クッ、言葉に出すのもヤバいぜ』

『これから黒い平原はどうなっちまうんだ』

『ま、俺たちモブみたいな存在とは無縁な連中だろうよ。ダンジョンに行こうぜ』

『そうだな。メンバーあと二人足りないけど、どうするよ』

『チャット欄で適当に募集するか』

『だな。今募集した』

『早えな』

『おい早速一人声をかけてくれたぞ。名前は────カズだ！』

『ひいいいいい！　ヤバいギルド中で一番ヤバい奴が現れた！』

『すまん！　パーティーに入れちまった！』

『うそだろ！』

『カズです。よろしくお願いします』

『よろしくしたくねえよおおおお!!　来るなあああああ!!』

『ひいいい！　ひいいい！　許してええええ!!』

『…………え？　あの、俺何もしてませんよね？』

『このヤバい奴が!!　てめえのせいで……てめえのせいで黒い平原のお先は真っ暗だよ!!』

『やってらんねえよ!!　僕は今すぐ抜けるぞ!!』

『モブＡがパーティーから退出しました』

『モブＢがパーティーから退出しました』

『は？　え……。なんで俺……一人になって……。ていうか、ヤバい奴ってなに？　めっちゃ罵倒されたじゃん…………』
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